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○小池知事 おはようございます。 

○司会 おはようございます。それでは、本日のヒアリングを始めさせていただきたいと

存じます。 

 最初はユニジャパンの皆様でございます。よろしくお願いいたします。 

（ユニジャパン 入室） 

（要望書手交） 

○司会 それでは、どうぞ、ご着席ください。 

 それでは、早速でございますが、ヒアリング、意見交換、始めさせていただきたいと存

じます。 

 こちらの要望につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさせていた

だきます。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いします。 

○小池知事 おはようございます。今日、ユニジャパンの皆様方からご要望を、そしてま

た文化あっての東京だと思っておりますので、そういう意味で、今後どうあるべきかなど、

直接伺おうという趣旨でございます。 

 映像文化、そしてそれから映画産業の振興や海外における日本映像の普及、宣伝、これ

からもご活躍いただきたいと、このように考えています。 

 また、特に１年延びましたけれども、2020大会をスポーツだけではなく、文化の祭典で

もございますので、いろんな意味でご協力いただきたいと存じます。本日はちょっと短い

時間で恐縮ですが、よろしくお願いいたします。 

○司会 それでは、早速お願いいたします。 

○ユニジャパン（迫本代表理事） 本日はお時間を頂戴しましてありがとうございます。

ユニジャパン代表理事の迫本でございます。 

 映画界は本当にロックダウンで全面閉鎖ということで大変厳しい昨年対比50％ぐらいの

興行の状況でございます。ただ、徐々に徐々に回復してるという今実態でございまして、

感染症の先生方へいろいろご相談しますと、映画館のイメージが密室で非常にリスクが高

いように取られているんですけども、最近の映画館はみんな換気がよくて、数分で全部空

気が換わってしまう。そのイメージの映像をスモークを使ってつくりまして、それで映画

館はそんなに騒がなければ決して危ないところではないということで、それが非常に浸透

して70％ぐらいの方は映画館の換気が悪いというイメージだったのが、そういうイメージ

を持たれる方は15％ぐらいまで減ったという状況の中で、「鬼滅の刃」という非常に大ヒ

ットが、これがもう日本の記録になるようなヒットが出まして、我々にとっても非常に光

の見えてきたところでございます。 

 ただ、ミニシアター系ですとか撮影の現場ですとか、いろいろ今後、抱えていることも

多く、特にアメリカは全面的に閉鎖していますので、撮影も止まってる状態ですので、来

年からアメリカの映画の大きいものは出てこないということも出てくると思います。そう
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いった中で、我々はどうしていくかということで、映画祭としても本当にいろいろな意見

があったんですけれども、オンラインとリアルと両方使って、世界で映画祭、今どんどん

とやらない中、きちんとやって評価を得ることができまして、本当に東京都のご指導とご

支援に感謝申し上げる次第でございます。今日その報告させていただこうと思いまして、

また今後もいろいろとご指導いただけたらと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

○ユニジャパン（安藤東京国際映画祭チェアマン） 東京国際映画祭のチェアマンをして

おります安藤でございます。 

 東京国際映画祭というのは、日本最大の映画祭でございますし、また世界の中でも14大

映画祭、カンヌ、ベルリン、ベニスと並んだ大きな映画祭として位置づけられております。

その中で、一つはまず最初に今年の閉会式に知事においでいただけなかったのが残念です

けども、多羅尾副知事に来ていただきまして、本当にありがとうございました。 

 今、迫本社長からもお話がありましたように、今年は軒並み世界の映画祭が中止もしく

は延期に追い込まれる中で、東京国際映画祭、リアルとそれからオンラインということで

できまして、これも今、社長からおっしゃったように、世界からもこういう状況でよくで

きたね、東京はという声が方々から上がっておりました。 

 また日本の映画界からも映画振興のために大変先導をつけていただいてありがとうとい

う感謝の言葉もいただいています。 

 その上で、来年でございますけれども、オリンピックの年でございます。それで、今、

知事からもお話があったように、オリンピックはスポーツの祭典であると同時に文化の祭

典、文化芸術の祭典ということになっております。したがって、来年のオリンピックが終

わった後の秋の時期に、私たちが映画祭という形で文化芸術の分野で花を添えたいという

ふうに思っているわけでございます。 

 特に映画祭というのは単に映画を上映するというだけではなくて、いろんな方々が世界

中から集まってきて、みんなで意見交換をしたり楽しんでネットワークを広げるというこ

とに意味があるわけでございますので、我々は上映もさることながら、多くの方々を海外

から呼びたいと、映画人を呼びたいというふうに思っております。それが東京の魅力を全

世界に伝えることにもなりますし、それがビジネスの振興にもなると、観光にも役に立つ

というふうに思っております。 

 来年はぜひリアルと並んでオンラインも十分活用して海外とのネットワーク、海外にも

そういうメッセージを伝えていきたいと思っております。 

 また、既に東京都からは大変なご支援いただいておりますけれども、来年もぜひいろん

な形で従前にも増してご支援をいただければありがたいというふうに思っております。具

体的なお話は村松局長や松本部長、常々お世話になっておりますけれども、お二人とご相

談をさせていただきたいと思っておりますんで、知事にもよろしくご支援のほどお願いい

たします。 

○司会 ありがとうございました。 
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 それでは、知事からお願いいたします。 

○小池知事 アジア最大級の映画祭としての国際映画祭が成長を続けられておられ、恐縮

でございました、閉会式のほう、私も予定しておりましたのですが、急遽、多羅尾副知事

に交代という形になりましたが、東京都としてやはり文化あっての東京、それをベースに

しながら支援していきたいと考えております。 

 リアルとオンラインを駆使したハイブリッド型、私はもう東京はこれからやはりハイブ

リッド型でいきたいとずっと思っています。リモートもリアルもというその両方を兼ね備

えてできるということが東京の強みになるようにしていきたいと思っております。世界を

代表するコロナ災にポストコロナも見据えまして、成長、発展していく、そのことを期待

いたしております。 

 それから、今お話もありましたように、換気をよくするということ、これもポイントに

もなってくるかと思いますので、引き続きそちらのほうもご努力いただければと思います。 

 そして、映画祭のほうについては、コンペティション部門の運営とか収容力の高いメイ

ン会場の確保、開催地域の拡大というのは、映画祭のプレゼンス向上のために重要でござ

いますし、また持続的な発展を遂げていただきたい。次代の映画産業を担う新しい才能も

発掘していただいて、育成する取組も有効でございますので、国、関係団体とも足並みを

合わせながら、東京国際映画祭への支援に取り組んでいきたいと、このように考えており

ます。頑張ってください。 

○司会 ありがとうございました。 

 大変恐縮でございます。そろそろお時間でございますので、本日はわざわざお越しいた

だきましてありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。 

（ユニジャパン 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、日本動画協会の皆様、よろしくお願いいたします。 

（日本動画協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、どうぞ、こちらのほうご着席ください。 

 それでは、早速、本日のヒアリングを始めさせていただきたいと存じます。 

 頂きましたご要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさせ

ていただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 おはようございます。今回２回目のヒアリングになりますが、現場のお声を

伺うものでございます。 

 アニメというと日本というこの地位をこれからも続けていただきたいという思いで、こ

れからも映画祭、東京アニメアワードフェスティバルも皆さんとともに開催させていただ
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いていますが、残念ながら今年はコロナの関係で中止ということでございました。これか

らもアニメで稼ぐ東京にしていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 また、コロナの問題は何かと大きな影響を与えておりますが、コロナ対策についても皆

様方のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

○司会 それでは、早速お願いいたします。 

○日本動画協会 ありがとうございます。今日は貴重なお時間をありがとうございます。 

 まずは、ウィズコロナ、ポストコロナの今取組についてお話しさせていただきます。当

協会では、６月に新型コロナウイルス感染症に伴う働き方、そしてつくり方のアンケート

を行いました。そして皆さんからご回答をいただきまして、業界といたしましては、制作

するには人が集まる、人がいないとアニメ制作できませんので、やはり多大な影響を受け

ました。ただ、今近年、アニメ制作はデジタル化を推進しているところです。その中で、

やはりウィズコロナ、ポストコロナ社会では一層のデジタル化の推進が必要であるという

ことを皆さん痛感しているところです。ただ、各社で作画ソフトですとかが異なる場合が

ございまして、画一的なデジタル化を図ることが多少困難なところもございます。それで、

各社での費用負担も相当大きくなりまして、中小企業の多いアニメ制作業界のなかなか予

算の充当が難しいケースがあるというふうに今感じているところもございます。 

 あと、東京都様に今年実施していただきました事業継続緊急対策（テレワーク）助成金、

これは本当にご丁寧にご説明もご指導もいただきまして活用させていただいたとの加入者

からの報告がございました。ぜひこのような施策を続けていただければというふうに思っ

ております。よろしくお願いを申し上げます。 

 それから、アニメーション文化、それから産業の振興及び人材育成の支援につきまして、

要望書にもございますけれども、先ほどもお話し申し上げましたように、デジタル化、そ

れからリモートワークなどのデジタルトランスフォーメーションの取組はとても大切なこ

とと思っておりまして、今いろいろコロナでやはり影響を受けているところが少しずつで

ございますけども、徐々に持ち直しつつあるように今感じております。 

 やはり日本のアニメーション産業市場でございますけれども、年々年々上昇しておりま

して、2019年には２兆5,000億になるまで成長いたしました。ただ、2020年につきましては、

やはりコロナの影響ございまして、大幅な市場の縮小が予想されているところでございま

す。 

 その中なんですけれども、やはりアニメーション業界としては上を目指していきたいと

思っておりまして、人材の育成が今急務でございます。私どもはいろんな手段で人材育成

に寄与してきたというふうに思っております。東京都様にはこれまでのアニメーション文

化産業の振興及び人材育成に関する広範なご支援を厚く御礼申し上げますとともに、これ

からウィズコロナ、そしてポストコロナを見据え、引き続き日本のアニメーションの支援

にご支援をお願いできればというふうに思っております。 
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 それから、さっき知事もおっしゃってくださいましたが、東京アニメアワードフェステ

ィバル2022年の開催の支援につきましてお話しいたします。おかげさまでアニメアワード

フェスティバル、来年の開催も今準備を進めているところでございます。今年につきまし

ては残念なことに中止となりましたけれども、感染予防などいろんな取組を安全・安心を

第一に配慮して今実施をさせていただきたいというふうに思っているところです。 

 そして世界最大規模のアヌシー・アニメーション映画祭がございますけれども、昨年で

すね、ここに出展をさせていただきました。出展者もそれに伴いまして非常に多くなりま

した。今年は中止になりましたけれども、来年度につきましても今も募集を始めていると

ころでございますけれども、アヌシーに出展させていただきました効果が出まして、応募

も非常に多くなっております。 

 オンラインを活用した企画も今いろいろ考えております。仮に劇場開催は困難となりま

しても、代替となるようなオンラインを起用していたしまして、準備を今進めていきたい

というふうに考えているところです。 

 この映画祭においても、アニメーション制作を担う人材の発掘、育成などを目的といた

しまして、学生賞とか、それからこどもアニメーション部門の開催も今計画をしておりま

す。学生賞につきましては、たくさんの応募もございます。このようなアニメアワードフ

ェスティバル2022につきましては、ぜひこのような取組へのご支援をご要望いたしたいと

思っております。 

 そしてアーカイブ事業、これは国際アニメーションの発祥の地でありまして、東京は本

当にアニメーション制作会社の集積地でございます。東京都の施設におきまして、数多く

のアニメ作品を保管していただいて、貴重なフィルムや中間成果物などの散逸や劣化を防

いでいただいておりますことには、感謝を申し上げます。これらのものを使いまして、ア

ニメ関連の観光スポットにて展示する機会を提供することは、国内外の観光客、それから

アニメファン、学生に対しまして、アニメの魅力を発信する機会となるというふうに思っ

ておりますので、ぜひ来年度もご支援をお願いしたいと存じます。 

 それから、東京都にはアニメスポットを巡る回遊性向上事業へのご支援についてです。

令和元年度よりデザインマンホールも含めまして都内全体にアニメ関連観光情報を発信す

るアニメ関連観光情報発信事業を実施していただいております。これはＧＯ ＴＯＫＹＯ

の特設ページ、アニメ・マンガ関連観光スポットにデザインマンホール等のアニメ関連ス

ポットの情報を９つの言語で展開されるように今進めているところです。これらがやはり

日本のアニメーションを都内のアニメスポットで積極的に情報を発信いたしまして、都内

の地域を巡る取組をしていきたいというふうに思います。これらの事業も引き続きの支援

をお願いしたいというふうに存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、知事からお願いいたします。 

○小池知事 まず、アニメの振興、そして人材育成についてでありますけれども、東京に
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集積しているアニメの文化、産業はコロナの影響をもろに受けた形でございますが、一方

で、オンラインの活用などで乗り切ろうと尽力されていること、大変心強く思っておりま

す。また、アニメの文化振興は地域の観光資源、先ほど回遊性の話もございましたように、

豊かな文化の創造にもつながりますし、いろんな波及効果もあるわけで、引き続きアニメ

産業への支援に取り組んでまいるというのが第１点です。 

 フェスティバル2022ですけれど、今年は残念ながら中止ということでありましたけれど

も、ウィズコロナ、ポストコロナを見据えて、オンラインの活用も重要かと思います。海

外からの応募を増やして東京アニメアワードフェスティバルの質を高めていくという意味

でも、海外映画祭への出展も意義があるということから、コロナが落ち着きましたならば、

海外映画祭で積極的にＰＲもしていただきたいと存じます。 

 また、アニメ産業の次世代を担う子供、そして学生対象にした取組ですが、重要と考え

ております。人材の発掘や育成、アニメーションの産業の発展、振興に向けて東京都も取

り組んでいきたいと考えております。 

 アーカイブでありますが、集積しているアニメ制作会社がお持ちのセル画の資料は東京

にとっても財産であると考えておりますので、今後もこうした資料を良好な状態で保存、

活用するよう努めてまいります。 

 それから、先ほどの回遊性のマンホールでありますが、あれもちょうど今年がオリンピ

ック・パラリンピックを契機にして、さらに増やしてという想定でございますが、とにか

くコロナに打ちかって、ぜひこれはさらに観光のための、また子供たちも楽しむ、そのよ

うなデザインマンホールがそれをつなぐ役目をしてくれればというふうに考えております

ので、この取組は推進していきたいと考えております。 

○日本動画協会 ありがとうございます。 

○小池知事 私からは以上です。 

○日本動画協会 コロナ禍の中で、「鬼滅」のような社会現象になったようなそういうコ

ンテンツもございますので、私どもはやはり子供たちのためにも皆様のためにもいいコン

テをつくり出していくように頑張ってまいりたいと思っておりますので、引き続きのご支

援をよろしくお願いを申し上げます。 

○司会 本日はどうもありがとうございました。 

（日本動画協会 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 続きまして、東京都身体障害者団体連合会の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

（東京都身体障害者団体連合会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 お待たせいたしました。それではどうぞ、ご着席ください、どうぞ。 

 それでは、早速始めさせていただきたいと存じます。 

 頂きましたご要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさせ
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ていただきます。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 年末恒例のヒアリングでございます。現場のお声、そしてまた政策立案、予

算編成などなどこういう時期でございます。５回目ということでございますが、特に今年

はコロナで世の中がさま変わりしてございます。道路の段差の解消であるとか、物理的な

バリアフリーのみならず、年齢や性別、そして障害の有無に関わらず、共に支え合う心の

バリアフリーを実現するというのは、コロナ禍にあっても同じことだというふうに考えて

おります。 

 それから、第39回ふれあいフェスティバルで昨年末にご挨拶をさせていただきました。

障害のある方もそうでない方も共に支障なく日常生活を営むことのできる社会の実現とい

うことで、これからもハードとソフトの両面で取組を進めていきたいと考えております。 

 コロナとの関連も含めましてお話をいただければと存じます。短い時間ですが、よろし

くお願いいたします。 

○司会 それでは、よろしくお願いします。 

○東京都身体障害者団体連合会 すみません。発言の前に大変失礼いたします。うちの会

長ですが今朝ちょっと体調が悪くなりまして、申し訳ございません、欠席させていただい

て、知事にはお体をくれぐれもお気をつけてくださいとメッセージを承ってまいりました。

申し訳ございません。よろしくお願いいたします。 

○東京都身体障害者団体連合会 昨年に引き続きコロナ禍の多忙なときに大変貴重な機会

を設けていただきまして、誠にありがとうございます。 

 ウィズコロナ、ポストコロナ社会を見据えた今後、取組等について、デジタルトランス

フォーメーション、１、予算や物質等が不足している。ウェブの環境を整える費用は予算

化していないため。 

 ２、通信インフラの整備が不足している等、事務局職員は人数が３名、時差出勤と密に

ならないようパーテーションで席を区切っております。ただ、ローテーションを組むにし

ても、２名はコロナ禍で通勤電車の不安があったため、取り組みにくかったですし、３名

のほかに週１度のアルバイトをお願いしていたが、本人が感染を恐れている状況で仕事の

依頼は中止しております。当会では、相談事業もあり、電話、ファクス等での問合せがあ

ります。完全な在宅勤務では対処できない仕事が多く、事務所への出勤となっております。

また、身体障害者用のＪＲジパング倶楽部の受付が年間1,400件あり、その手続が在宅では

できません。介護ヘルパー等の関わりはフェイス・トゥー・フェイス、ハンド・トゥー・

ハンドです。デジタルの活用等を今後視野に入れていかなくてはならないと思っておりま

すが、現状、当会としては、小さな一歩を確実に進めていきたいと考えております。ワク

チンができ、普及すると思っていたので、コロナ禍がこれほど長期になるとは考えていま

せんでした。 

 ヒアリング実施等への御礼。昨年に引き続き、またこのコロナ禍の多忙時に大変貴重な
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機会を設けていただきまして、誠にありがとうございます。また、令和２年度の要望事項

につきましては、飯田橋東口の歩道橋を利用する交通弱者へのエレベーターの設置に向け

た動き、並びにふれあいフェスティバルへの都知事出席につきまして、特段のご配慮を賜

りまして、誠にありがとうございました。引き続き何卒よろしくお願い申し上げます。 

 本日はお時間を頂戴しましたので、知事に直接、障害当事者として障害者の置かれてい

る現状や要望事項等についてお話しさせていただきたいと思います。 

 私どもは各地域に結成された身体障害者の当事者団体の統一連合会として、昭和25年に

結成して以来、60年以上に及ぶ歴史の中で、東京における障害者の自立と社会参加に向け

た活動を行ってまいりました。都政に対し、時には厳しい意見もぶつけ合いながら、東京

の障害福祉をここまで築き上げてきたと自負しております。12月３日から９日の障害者週

間では、毎年、都と協力し、啓発事業を行い、障害者への理解と認識を深めてもらうこと

を実践しております。また、平成４年から障害者社会参加推進センターを設置し、障害者

の福祉一般の相談等を行っております。この事業は都から助成を受けて実施しております

が、障害者の地域におけるさらなる自立と社会参加を目指して事業を継続してまいりたい

と思っておりますので、今後もご尽力をお願いできればと思います。 

 それでは、要望についてお話しさせていただきます。 

 まず第１に、環境性能が高く、誰にでも優しいタクシーＵＤの車椅子乗車拒否について。

東京都ではユニバーサルデザインタクシーの補助に当たって、タクシー運転者に対し、障

害のある方への接遇マナー研修等の受講の義務化を開始していただいておりますが、ＵＤ

タクシーの車椅子乗車拒否について、徐々に改善されておりますものの、現実問題はまだ

まだの感がありますので、今後、より一層のご配慮をお願いいたします。 

 ２点目ですが、新型コロナウイルス感染対策についても補正予算でご対応していただい

ておりますこと、日々東京都より強く推進していただいておりますことに感謝申し上げま

す。しかし、日々拡大するコロナ禍の中、訪問介護ヘルパーたちに不安が広がっていると

ともに、また利用者もまた同じ不安を抱えています。いつ感染するか、感染した場合の対

応など、障害者の受入れ経験が少ないため、入院を断られることがないよう、障害者の特

性に応じた対応をお願いしたい。障害者への生活支援、サービスの維持など、引き続きお

願いいたします。 

 最後に、令和２年７月豪雨のような災害が東京で起きた場合、避難場所に被災障害者の

相談対応など、身体障害者相談員等を活用すること等をご検討いただき、障害当事者とし

て、団体として協力できることはしていく所存です。また、来年１月28日に当会が実施い

たします身体障害者相談員研修会に福祉保健局より講師をご派遣いただき、災害時要配慮

者支援の制度と都の取組で講演いただきますことを、誠にありがとうございます。 

 以上よろしくお願いいたします。 

○司会 それでは、知事からお願いいたします。 

○小池知事 私から災害時の対応のご協力ということで感謝申し上げたいと思います。最
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近は豪雨などの災害が多発しております。障害を持った方などへの避難所における対応に

ついて配慮が必要だとの認識を有しております。都においては、区市町村が実施する要配

慮者対策を支援するという立場から、防災福祉部門の担当者を対象に研修会を開いており、

法律、またガイドライン、それぞれの区市町村の取組事例を紹介いたしまして、こうした

場で身体障害者の相談員についても周知を図っていきたいと考えております。 

 それからここに書いてありますが、飯田橋のところのエレベーターの話を皆さんからの

ご要望ということで進めてまいりました。こうやって感謝の念を書いていただいています

が、よく使われますようにこれからもどうぞお気をつけください。 

○司会 ありがとうございます。ＵＤタクシー等については、引き続きこうした問題が起

こらないように業界団体に共有認識と接遇向上を働きかけてまいりますので、引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

 本日はわざわざお越しいただきまして、誠にありがとうございました。今後ともよろし

くお願いいたします。 

（東京都身体障害者団体連合会 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、全国介護事業者連盟関東支部の皆様、よろしくお願いいたしま

す。 

（全国介護事業者連盟関東支部 入室） 

（要望書手交） 

○司会 それでは、どうぞ、ご着席ください。 

 お待たせいたしました。それでは、早速始めさせていただきます。 

 頂きましたご要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、小池知事、一言お願いいたします。 

○小池知事 介護事業者連盟東京支部の久野関東支部長はじめとする皆様方には、今回初

めてお越しいただいております。このヒアリングは毎年、政策の立案や予算編成に役立て

る意味で行っております。介護の現場からの視点による制度、政策へのご提言、情報発信

などを行っていただいております。 

 そして特にコロナの時代で、皆様の現場でも新しい生活様式に基づく事業運営を進めら

れているというふうに存じております。それから特に長寿は日本の誇るべき事象でござい

ます。安心して暮らせる社会システムの一翼を担っておられるという観点から、今日は現

場の声を伺わせていただきたいと存じます。コロナ関係も含めてよろしくお願いいたしま

す。 

○司会 それでは、よろしくお願いいたします。 

○全国介護事業者連盟関東支部（久野関東支部長） ただいまご紹介いただきました一般

社団法人全国介護事業者連盟関東支部長の久野義博でございます。 
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 まず初めに、本日は東京都令和３年度予算編成における介護政策に対する要望の機会を

頂戴しまして、誠にありがとうございます。 

 そして、当団体が、こちらでお話をさせていただくのが初めてでありますので、少し簡

単に団体の説明をさせていただきたいと思います。 

 当団体は、介護の産業化と生産性の向上を二大テーマとして設立された団体であります。

法人の種別、あるいは介護サービスの種別の壁を取り払い、全国全ての介護事業者が大同

団結してできた団体であります。持続可能な介護保険制度には、介護サービスの必要を担

保しつつ、生産性の向上を図り、現場の状況を正確に把握していき、介護現場の効率化を

図り、生産性の向上を高め、現場視点でのルールを見直し、制度改革、規制緩和を起こし、

コストを削減していき、事業者の持続性と制度の持続性を担保していくことが大切である

と考えています。さらには、科学的な介護や自立支援の推進といったようなことも我々の

大きな方向性と考えています。 

 それでは、令和３年度介護政策に関する要望を理事長の斉藤よりご提案をさせていただ

きたいと存じます。 

○全国介護事業者連盟関東支部（斉藤理事長） ご紹介いただきました本部の理事長をし

ております斉藤と申します。よろしくお願いをいたします。 

 今、久野支部長から当団体につまきましてご説明をさせていただいたとおりでございま

す。また、貴重な機会をいただきまして、誠にありがとうございます。並びにコロナの拡

大をしているさなかで東京都からは高齢者施設関係者に対しては、様々な支援策をいただ

いていること、改めて御礼も申し上げたいと思います。誠にありがとうございます。 

 そのような状況の中で、我々としては全国一律の介護保険制度、しかし運用は市町村単

位ということでありまして、自治体による裁量による運用が様々となされておりますので、

その中でもトップでございます東京都に対しまして、東京都ならではの状況や課題に踏ま

えた予算の要望、制度改革についてのご提言をさせていただきたいと思います。 

 東京の介護政策における強みを３点まとめさせていただいております。あわせて、課題

ということで３点まとめさせていただいておりまして、課題に対する要望事項ということ

を順次ご説明させていただきたいと思います。 

 課題の１点目は、まず何よりも土地が高いということで、施設の確保が困難なことから、

施設不足ということで、待機高齢者が大変多いということが大きな課題であると思います。 

 それを踏まえまして、要望を２つ。１点目は、まず土地の実情に応じた東京都独自のル

ールということを改めて検討をいただきたいというふうに思っております。具体的には、

都市型軽費老人ホームですとか、認証保育のような東京独自のルールを住宅型有料老人ホ

ームやサ高住といったサービスにおいても検討をいただきたいというふうにも考えており

ます。また、各種のサービスにおける基準について、市区町村に委ねられているような基

準も多数ございまして、この辺りが市区町村によって東京で土地が狭いにもかかわらず、

かなり厳しいような条件のルールもございますので、この辺りを東京都一律で要件を定め
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ていただきたいというふうに思っております。 

 ２点目ですが、サテライトの活用について有効促進いただきたいと思います。これはま

さに東京のような土地が不足しているところこそ通常の施設や事業所に加えた基準緩和さ

れたサテライトというものが認められているわけですが、こちらも市区町村によって様々

な独自ルールが存在しておりますので、東京都としての統一的な展開をぜひとも示してい

ただきたいと思います。 

 そして課題の２つ目になりますが、人材不足ということにつきましても、有効求人倍率

が東京では全国でも有数の水準になっている人手不足の環境であろうかと思います。その

課題対策としまして、２点要望を上げさせていただいております。１点はＩＣＴ機器等の

有効活用に伴う生産性の向上に伴った人員要件、資格要件の見直しということを検討いた

だきたいと思います。これも介護の人手不足ということは本当に大変厳しい状況下にあり

まして、品質を下げずにＩＣＴや介護ロボットなんかを有効に活用することによって、人

員基準の見直しができる余地がたくさんあると思います。国もこの辺りに力を入れていこ

うというふうに方針を示されておりますが、なかなか歩みが遅いような状況でございます

ので、東京が先行して自治体で決められるような人員の運用ルールも幾つかございますの

で、その辺りについてを先行的に取組を行っていただきたいというふうに思います。 

 ２点目は、介護分野の文書削減ということで、これも人手が少ない中で書類がどんどん

どんどん増えているという状況にございます。これも政府のほうで様々な対策を講じてい

ただいておりますが、東京都で特に先進的にルールを取りまとめていただきたいというふ

うに考えております。 

 それから、課題の３つ目、核家族化の進行に伴う地域コミュニティーの再形成というこ

とでの支援体制を確立いただきたいというふうに思っております。 

 ３点要望させていただいておりますが、１点は、自立支援の促進、アウトカム評価の推

進ということで、こちらも政府のほうでも今進めている高齢者の自立を促進していく、そ

して自立とは何ぞやということを評価していく介護の科学性ということを確立していくと

いう方向につきましても、東京都が率先して進めていただきたいというふうに考えていま

す。 

 ２点目、新型コロナの感染症対策に向けた地域支援体制の構築を行っていただきたいと

思います。 

 最後３点目に、コロナの感染対策における事業所へのＰＣＲ検査のさらなる拡充という

ことで、既に全国に先駆けて先行的に取り組んでいただいておりますので、こちらにつき

ましては、来年度以降もより拡充をお願いしたいというふうに思っております。 

 以上、私どもからの要望事項とさせていただきます。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、知事からお願いいたします。 

○小池知事 私のほうからは、１点、ＰＣＲ検査の拡充、確保についてであります。クラ
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スターが生じやすくなっている場合、保健所で幅広く行政送付検査を行うと同時に、重症

化リスクが高い高齢者や障害者の施設などを対象に、検査の費用を都独自に補助をいたし

ております。感染拡大防止対策、万全を期してまいりたいと考えております。 

 私からは以上です。 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、そろそろお時間でございます。 

 福祉保健局長から何かございますか。よろしいですか。 

○福祉保健局長 では簡単に、サテライト拠点の件、それからＩＣＴ活用の件の話、ある

いは自立支援のアウトカム評価の件のお話がございました。今後とも引き続き進め、区市

町村への助言や保健所への強化などに取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○司会 本日は、誠にありがとうございました。また今後ともよろしくどうぞお願いいた

します。 

○全国介護事業者連盟関東支部 ありがとうございました。 

（全国介護事業者連盟関東支部 退室） 
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○司会 よろしくお願いいたします。東京司法書士会の皆様。 

（東京司法書士会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 すみません、本日は急に時間変更等ございまして、ご協力いただきましてありが

とうございます。 

 それでは、早速、本日のヒアリングを始めさせていただければと存じます。 

 今頂きました要望書につきましては、こちらはタブレットのほうで拝見させていただき

ながら進めさせていただければと存じます。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 最初に知事から一言ご挨拶をお願いします。 

○小池知事 今回２回目のヒアリングの機会でございます。すみません、ちょっとばたば

たいろんな変更がございまして、午後に回っていただきました。恐縮でございます。 

 このヒアリングですけれども、直接、現場の皆様方が感じておられることなど、政策立

案に生かすことという、予算編成にも生かすということでございます。 

 また、日頃から法律事務の専門家として様々なご活動で都民の権利を擁護していただく、

そのような活動に敬意を表したいと思います。 

 また、成年後見制度のニーズが高まっていたり、空き家の増加などなど、社会的な様々

な現象において、都民の不安を解消するという点で、法律相談、そして空き家の有効活用

や適正管理に向けた取組など、これからもお力添えをお願いしたいと思います。 

 コロナの時代で様々な変化もあることかと思いますので、皆様との話が短時間でござい

ますが、よろしくお願いいたします。 

○司会 それでは、よろしくお願いいたします。 

○東京司法書士会（野中会長） 会長の野中でございます。今日は機会をありがとうござ

います。日々、コロナ対策、ご苦労さまでございます。このような中ですが、引き続き司

法書士の知見を空き家や養育費、ＡＤＲなどご活用いただきたくお話しさせていただきま

す。 

 では、副会長のほうからお話しします。 

○司会 お願いいたします。 

○東京司法書士会（千野副会長） 本日はありがとうございます。東京司法書士会副会長

の千野でございます。私のほうから説明のほうさせていただきます。 

 まず初めに、ウィズコロナ、ポストコロナの社会を見据えた取組につきまして、当会は

コロナ発生後、速やかに理事会や各種委員会等の会議の一部についてウェブ会議に切替え、

また集合形式で行っていた会議の研修もウェブによる研修に移行するなどしており、ウェ

ブ会議、ウェブ研修のいずれにつきましてもおおむね順調に運営ができているものと考え

ております。 

 そして、コロナ禍においても高い水準の倫理観や守秘義務を求められる司法書士の執務
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の在り方にも影響が生じていることを踏まえ、当会では新たに委員会を設置して、コロナ

禍における新たな司法書士執務の在り方や司法書士会の会務の在り方について調査、研究、

検討を行い、これに必要となる規定の改正、会員に向けた指針の策定、関係諸団体への意

見提言等をするための取組を行っております。 

 また、当会事務局の窓口対面業務を軽減するために、会員への印鑑証明書等の各種証明

書類の発行申込手続を会員専用のホームページからオンラインで行い、手数料の支払いに

ついても電子決済で行えるようにするための準備を進めております。 

 続きまして、要望書の内容につきましてのご説明になります。 

 まず、空き家、所有者不明土地問題対策に関する１点目としまして、国または地方公共

団体から所有者調査の依頼を受けた司法書士が職務上請求書を使用して戸籍等を請求する

際に、交付手数料を公用請求に準じ、免除されるような取組を東京都から各区市町村に展

開していただきたいということでございます。現在、各自治体から委託を受けた所有者調

査業務について、職務上請求を利用する方法においては、形式的には公用請求書を利用し

ないという理由で有料になっております。各自治体の担当部署の事務負担が大幅に軽減さ

れるメリットがあるにもかかわらず、司法書士への業務委託が躊躇される原因となってお

ります。手数料の無料化に当たっては、各区市町村の手数料条例の改正等により、対応が

できるものと考えますので、東京都におかれましても、各区市町村に対する働きかけ等を

要望いたします。 

 ２点目としまして、法制審議会での検討中の土地管理人制度の創設に当たり、所有者の

相続人調査、財産管理制度の活用及び市民への啓発、広報活動などについて、当会との総

合的な協定の締結を検討していただきたいということです。この土地管理人制度について

は、当会では空き家や所有者不明土地は大都市のみでなく、むしろ中小規模の市区町村に

多く存在していることから、利用者の利便性や地方創生、増加が予想される自然災害や感

染症対策等から、地方裁判所ではなく各所点在する簡易裁判所も申立ての管轄に加えるこ

とを要望しているところでございます。 

 次に、養育費問題の対策につきまして、東京都におかれましては、養育費確保支援事業

やひとり親家庭支援センターはあとやポータルサイト、くらし応援ナビの開設など、積極

的な取組をされているところですが、当会からは１つ目、養育費支払いの離婚時の取決め

の促しや養育費の不払いに直面する独り親などを支援するための区市町村の相談窓口にお

ける司法書士等、法律専門家の利用の推進と話し合いによる養育費問題の解決に向けたＡ

ＤＲの利用促進、この２点について区市町村に対する支援及び予算確保を要望いたします。 

 要望の３番目です。不動産登記申請手続において、実務上、法務局へ提出が必要とされ

ている評価証明書等の各種税証明につきまして、３つのメリット、１つ目は都税事務所に

行く必要がなくなること、それによる三密の回避、２つ目が都税事務所の業務の効率化、

３つ目として都税事務所の将来的な人的コストの軽減というようなメリットがあると考え

ております。評価証明書のオンラインでの交付請求及び手数料の支払いについての電子決
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済の導入について要望をいたします。 

 最後になりますが、要望事項の４番目、昨年と同様に成年後見制度の利用促進に関する

要望となります。 

 私からのご説明、以上となります。よろしくお願いします。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、最初に知事から発言させていただきます。 

○小池知事 何点かご質問ございまして、私のほうから２点お話しさせていただきます。 

 まず、不払い養育費問題であります。この件については養育費の取決めそのものについ

ての普及を図ること、それから実際にお支払いが継続されますように独り親の支援をする

ことは重要でございます。養育費に関する相談支援、ＡＤＲを利用した取組の促進など、

それらに取り組んでおられる区市町村に対しての支援の充実など、さらに検討を進めてま

いります。 

 それから、評価証明書のオンラインでの交付請求の導入でございます。都では納税者の

利便性の向上、そして業務の効率化、この観点から今電子申告、電子申請の導入を推進し

ているところであります。そして都税に係る証明など多々あるわけでありますけれども、

その電子申請、そして手数料収納の電子決済、これについては都と区市町村が共同で利用

いたしております東京共同電子申請・届出サービスの導入に向けて検討を進めていくなど、

各種申告、そして申請などについての電子化の拡大を図ってまいります。これは都民の生

活の質の向上、ＱＯＳと呼んでいますけど、クオリティー・オブ・サービス、都政の、Ｑ

ＯＬという言葉はクオリティー・オブ・ライフでご存じの方は多いかと思いますが、都政

としてＱＯＳ、クオリティー・オブ・サービスということで、それを軸にしながらオンラ

イン化を進めていくということであります。 

 私からは以上です。 

○司会 ありがとうございます。 

 住宅政策本部長、お願いいたします。 

○住宅政策本部長 まず、貴団体におかれましては、これまでも東京都との連携はもとよ

り、全国空き家対策連絡協議会の様々な場面で多大なご尽力を賜ってありがとうございま

す。 

 私から２点申し上げます。まず、空き家等とか所有者不明土地の対策、これは都の住宅

政策や都市づくりにおいて非常に重要な課題であるというふうに認識しています。 

 まず、１点目のご要望の戸籍等の交付手数料についてでございますが、お話にもござい

ます、基本的には区市町村がそれぞれの条例に基づき徴収しているというものであります

けれども、都といたしましても、全ての区市町村が参加しております空き家対策連絡協議

会、そういった場を通じまして、ご要望についてはしっかりと区市町村にお伝えをしてま

いりたいと考えております。 

 それから、２点目の土地管理人等の制度の創設についてでございますけれども、これは
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今後の国等の動向、特に所有者が不明の土地や建物の管理制度について検討しております

国の法制審議会、これの部会での状況等も踏まえながら、制度の円滑な施行等に向けて切

に対応してまいりたいと思います。 

 今後とも貴団体と連携を図りながら、空き家や所有者不明土地の対策が円滑に進みます

ように取り組んでまいりたいと思います。今後ともご協力のほうよろしくお願いいたしま

す。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 本日は誠にわざわざお越しいただきましてありがとうございました。そして時間変更に

つきましてもありがとうございます。今後ともよろしくどうぞお願いいたします。 

（東京司法書士会 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 続きまして、東京都産業資源循環協会の皆様、よろしくどうぞお願いいたします。 

（東京都産業資源循環協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。どうぞご着席ください。 

 それでは、早速ヒアリングと意見交換、始めさせていただきたいと存じます。 

 今、頂きましたご要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進め

させていただきます。よろしくお願いします。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 今回、５度目になります。年末ということでございます。鈴木会長をはじめ

とする協会の皆様方にご足労かけております。現場のお声を伺って、政策立案、そして予

算編成に生かしていくということで、循環型社会を担っていただいているわけでございま

す。また改めて東京が世界に開かれた環境先進都市として進化をする、そんなふうにプラ

スチックなどの廃棄物の３Ｒ施策や適正処理ということが求められているところでござい

ますので、皆様とともに協力しながら進んでいきたいと思います。コロナ対策でまた現場

のほうも様々な課題もあろうかと思いますので、その点も含めてよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございます。 

○司会 それでは、よろしくお願いいたします。 

○東京都産業資源循環協会（鈴木会長） 令和３年度予算に関する要望の機会をいただき

感謝申し上げます。 

 一般社団法人東京都産業資源循環協会です。私は今年の５月に新たに会長に就任しまし

た鈴木宏和です。よろしくお願いを申し上げます。 

 当協会は、産業廃棄物処理場の許可を有する正会員548者と賛助会員78者で構成する団体

です。産業廃棄物の適正処理と資源循環社会の実現に向け、会員一同、日々努力してると

ころです。本日はよろしくお願い申し上げます。 

○司会 ご発言を続けて、お願いいたします。 
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○東京都産業資源循環協会（鈴木会長） 当協会の調査では、新型コロナウイルスの感染

拡大でこの５月には半数以上の処理業者で産業廃棄物の取扱量が前年同月比で２割以上減

少しました。このコロナ禍では非接触業務の必要から、我々の業界でも事務部門でのテレ

ワークやオンライン会議の推進、契約、経理部門での電子化やペーパーレス化などを進め

ました。しかし、予算や物資、専門人材の不足とともに、法律、条例等の制度面での支障

もございます。要望書の５に掲げましたように、情報通信技術の活用、許可申請等の電子

化が急務と考えます。手作業で行っていた分別作業等をＡＩなどを使った高度自動選別施

設に転換することによって、作業の負担を軽減することができます。ごみ収集車両の走行

データを事務所で瞬時に把握できれば、収集先の変更指示も直ちに行うことや安全運転の

指導を走行中にも行うことが可能になります。また、廃棄物処理委託契約書とマニフェス

トと帳簿と処理料金の請求書と行政の年次報告等と一体管理するためにもデジタル社会へ

の移行が重要と考えます。これらが実現できるようにご支援のほどよろしくお願い申し上

げます。 

○司会 要望についてもお願いいたします。 

○東京都産業資源循環協会（鈴木会長） 要望書の第１のリチウムイオン電池による発火

防止についてでございます。昨年のノーベル化学賞の受賞理由にもなっていたリチウムイ

オン電池については、昨年の要望でもその発火防止対策をお願いいたしました。要望書の

４ページのチラシは協会で作成したものですが、実に様々な製品にリチウムイオン電池が

内蔵されており、発火のリスクは高まっています。環境局でも啓発用のチラシを作成し、

排出事業者への周知を実施いただきましたが、５ページにあるように、発火件数は増え続

けており、道路上でごみ収集車が燃えたり、処理施設で火災が起きて周辺住民の不信感を

招く事態も生じております。 

 そこで、要望としましては、１ページに記載しましたが、メーカーがリチウムイオン電

池内蔵製品の表面に電池を内蔵していることを表示する、回収義務率を高めるなど、メー

カーが拡大生産者責任を果たすようにすること。 

 また、廃棄物処理基準に排出者はリチウムイオン電池を他の廃棄物と分別しなければな

らないと明記するとともに、廃棄者指導を強化して分別排出と電気情報を処理業者に提供

することを徹底するようお願いします。 

 さらに、東京消防庁様には、オフィスビルや商業施設などの防火管理の指導の際に、リ

チウム電池の発火防止を指導していただきたいと考えます。 

 このほか第２の排出事業者責任の徹底、電子マニフェストの普及、優良認定処理業者の

育成、以上３点の同時達成事業の実施、第３のバーゼル法の改正に伴う国内循環の推進、

第４の地球温暖化防止対策については、要望書のとおりです。 

 本日は貴重なお時間をいただき誠にありがとうございました。 

○司会 どうもありがとうございます。 

 それでは、最初に知事からお願いいたします。 
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○小池知事 まず、リチウムイオン電池による発火の防止でございます。つい先日、ノー

ベル賞を受賞された吉野先生とはリチウム電池の構造などについてお話を伺ったばかりな

んですが、でもそれを処理される側からすれば、またいろいろ考えなければならないとい

うことかと存じます。 

 リサイクル施設、それから集中運搬車両内でリチウム電池などを原因とする発火事故が

多発しているということで、対応は急務だと考えております。適正処理に向けましては、

排出者だけでなくて、国、区市町村、業界団体など、この件に関わる様々な方々との連携

と取組が必要だということであります。これからも皆様方のご協力をいただきながら、関

係する皆様との連携でこのリチウムイオン電池の適正処理については、一層推進をしてま

いります。 

 私からは以上です。 

○司会 ありがとうございます。 

 環境局長からございましたら。 

○環境局長 まず、国に対して今お話がございましたけど、今お話にございましたけど、

製品メーカー等に対していろいろ表示の義務化ですとか、あと関係団体の回収ルートの構

築などを国へ提案の要求しているところでございます。 

 また、排出事業者なんですが、処理業者さんに向けても様々な機会や媒体を通じて、事

故の事例だとか原因だとか、対策などについて周知を図っているところです。 

 さらに区市町村とは昨年度から共同検討会議を設けまして、その中で具体的な事故防止

策などを検討してございまして、区市町村とも連携して、都民への皆さんへの普及啓発と

いうのをオフィスビルも含めて排出者に対する分別指導も働きかけていきたいなと考えて

ございます。以上でございます。 

○司会 東京消防庁からもお願いします。 

○東京消防庁 東京消防庁ではリチウムイオン電池の適正な使用及び廃棄につきましては、

建物の防火管理者が作成する消防計画に定め、他のごみと適正に分別して廃棄する等の指

導をしております。また、広く都民に対しましては、リチウムイオン電池に関連する火災

予防について、広報紙等に掲載し、広報しております。今後も環境局や区市町村等と連携

を図り、引き続き火災予防対策を推進してまいります。以上です。 

○司会 ありがとうございます。以上でございます。今後ともどうぞよろしくお願いいた

します。 

（東京都産業資源循環協会 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 続きまして、東京都リサイクル事業協会の皆様、よろしくお願いいたします。 

（東京都リサイクル事業協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。 



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和2年12月14日）PM.doc 

7 

 

 それでは、どうぞご着席ください。こちらのほうにどうぞお願いいたします。 

 それでは、早速ヒアリングと意見交換させていただきたいと存じます。 

 頂きました要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさせて

いただきます。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 栗原理事長をはじめとする協会の皆様方、ご足労おかけいたしております。

今日のヒアリングでございますが、現場の声を伺わせていただきたいということ、政策立

案、さらに予算編成と参考にさせていただきます。 

 再生資源の円滑なリサイクルに向けて、再生資源などについての調査、研究、普及活動

など、循環型社会の形成に努められておられます。また、戸部副理事長には東京都の廃棄

物審議会の委員として日頃から助言いただいておりますけど、感謝申し上げたいと存じま

す。 

 一方で、コロナウイルスが、今年はほとんどコロナで始まりコロナで終わりそうなそう

いう状況でございますけれども、そこからいろいろ現場でどういう状況になっているのか

など、感染リスクの低減など、様々な工夫、努力も行われているかと思われますが、まさ

しく現場の声を伺いたい。 

 それからゼロエミッション東京を目指しておりますので、その意味で、これまで大量消

費から持続可能な資源利用への転換にまたご協力をいただきたいと思っております。短い

時間ですが、どうぞよろしくお願いします。 

○司会 よろしくどうぞお願いいたします。 

○東京都リサイクル事業協会（栗原理事長） 公益社団法人東京都リサイクル事業協会理

事長の栗原でございます。小池知事におかれましては、新型コロナ感染症対策をはじめ、

ご公務ご多用の中、この場をご設定いただき、誠にありがとうございます。また、環境局

におかれましては、感染症対策に有意な情報提供をいただくだけでなく、瓶、缶、ペット

ボトル等の取扱い事業者に対しまして、マスクや消毒液等の予防防具のご支援を賜りまし

て、誠にありがとうございました。 

 さて、今春より猛威を振るっております新型コロナウイルス感染症が拡大している中に

おきましてもエッセンシャルワーカー必須の一端を担う当業界では、感染への不安を抱き

ながらの作業に苦慮しているところであります。とりわけ都内各自治体の瓶、缶、ペット

ボトル、プラ製容器包装等の分別収集のリサイクルを担うものは、都民が直接口にしたも

のを袋から取り出して、手選別によって分別作業をしております。 

 感染回避のために、環境省の廃棄物に関するガイドラインでは、感染者やその疑いがあ

る者が使用したペットボトルやプラ製容器包装を可燃ごみとする。また、瓶、缶は１週間

程度たってから排出するか、可燃ごみとして選別は行わないと示されております。しかし、

リサイクル現場では、感染の具合から、離職する者も出ているところでございます。私ど

もは安心・安全な職場環境の整備と人材確保の両面から、最前線に立つ従事者の不安を否
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定する手だてが不可欠と考えております。つきましては、自治体の分別収集、中間処理等

を担うリサイクル業務従事者に対して、ＰＣＲ検査が定期的に受けられるような制度と補

助金の整備をお願いする次第です。 

 また、都内各保健所におかれましては、環境省ガイドラインが示す分別指導を徹底する

ため、入院されない軽症、無症状感染者に対して、宿泊療養施設への入所を強力に勧奨し

ていただきたいと思います。 

 また、自宅療養者や濃厚感染者に対して、コロナ用資源物分別ルールの徹底、そして保

健所を独自に持たない自治体に対して、自宅療養者の所在情報等の提供をお願いしたいと

存じます。自治体に対しまして、リサイクルに出されがちな使用済みのマスク、ティッシ

ュペーパー類等は、ビニール袋に入れて可燃ごみへ排出いただく等の分別の徹底について

重ねてご要請をお願い申し上げます。 

 最後に、別件ですが、昨今、古紙市況低迷時における集団回収事業の支援策として、都

から地域環境力活性化事業に新たなメニューを加えていただきました。しかし、集団回収

団体に新たな事務手続が発生する等により、利用する団体、自治体がほとんどありません。

各自治体がこの制度を活用しやすくする処置についてご検討をお願いしたいと存じます。 

 以上でございます。大変ありがとうございました。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、最初に知事からお願いいたします。 

○小池知事 何点かご要望がございました。リサイクル業界の皆様は本当にエッセンシャ

ルワーカーとしていろんな苦労を抱えておられ、また、それかつ社会を支えていただいて

いることに改めて感謝申し上げたいと思います。 

 感染拡大の防止のためには、市町村とも連携した対応が必要でございまして、都の保健

所は発生の当初から市町村に対して感染の状況であるとか感染拡大防止に関しての情報提

供も行ってまいりました。また、市町村からの個別の相談にもその都度必要な助言なども

丁寧に行ってきております。 

 それから、宿泊療養施設でありますけれども、陽性が判明した患者さんで入院治療の必

要はない軽症者、また無症状の方がお泊まりになるわけでございますが、しっかり確保の

今4,000室確保されております。都内各地10施設になりますけれども、これも既に確保して

いるということでございます。またこちらのほうの処理についてもいろいろご協力賜って

おりますこと感謝申し上げたいと存じます。いずれにしましても、コロナと長く付き合う

つもりは誰もないですから、また引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、健康危機管理担当局長、お願いします。 

○健康危機管理担当局長 私のほうから２点お答えさせていただきたいと思っております。 

 まず、１点目でございますけれども、自宅療養する場合も環境省ガイドラインに基づい

た指導の件でございます。こちらにつきましては、感染症に感染した方が軽症、あるいは
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無症状である場合、これは原則、宿泊療養、いわゆるホテル療養となる場合でございます

けれども、ただ一方で、やむを得ず自宅療養となる方がいらっしゃいます。こういった場

合に、東京都では、自宅療養者向けに案内を作成いたしまして、適切なごみの捨て方につ

いて周知をさせていただいているところでございます。 

 続きまして、リサイクル業者様がＰＣＲ検査、必要なときに受けられるようにというこ

とでございます。こちらにつきましては、厚生労働省の通知の中で、行政検査の対象者と

いたしまして、当該感染症にかかっていると疑いに足りる正当な理由などの者という定め

をしてございます。こういったことで、感染が疑われるケースに該当する場合は、症状の

ありなしにかかわらず、保健所の判断で検査を受けることになってございます。そのよう

なことから、感染が疑われるようなケースが生じましたら、早めにお近くの保健所にご相

談いただきますようお願いを申し上げます。 

 私からは以上でございます。 

○司会 ありがとうございます。 

 環境局長からもお願いします。 

○環境局長 私のほうから３点ご要望に対してお答えしたいと思ってございます。 

 １点目はペットボトル等、自宅療養する場合のお話でございますけども、ペットボトル

などの通常時は資源化される廃棄物の取扱いについては区市町村ごとの捨て方を取りまと

めて都民の方へも周知してございます。 

 ２点目は使用済みマスクとかティッシュのペーパーなどの取扱いなどについてですけど

も、廃棄物の処理ですとかリサイクル携わる方々の感染症対策ということで、適切な捨て

方について住民の方に周知するよう区市町村に通知を流しておりますし、都におきまして

もホームページなどを通して周知をしているとこでございます。 

 最後に古紙回収の関係、ご指摘いただいてございます。古紙扱い問題に加えて今年度か

ら古紙の集団回収が逆有償という形でかなり市況の影響を大きく受けているというふうに

伺ってますけども、区市町村がそれを補填した場合に区市町村を支援するというメニュー

を追加したところでございますけども、今いろいろ問題あるというようなご指摘をいただ

いてますけど、今後ともちょっと都は区市町村と連携しながらリサイクル施設の維持のた

めの取組を支援していきたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○司会 本日はどうもありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○東京都リサイクル事業協会（栗原会長） ありがとうございました。 

（東京都リサイクル事業協会 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 続きまして、東京ハイヤー・タクシー協会の皆様、よろしくどうぞお願いいたします。 

（東京ハイヤー・タクシー協会 入室） 
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（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、どうぞご着席ください。 

 それでは、早速ヒアリングと意見交換、始めさせていただきたいと存じます。 

 今頂きましたご要望書につきましては、私ども、タブレットを拝見させていただきなが

ら進めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 川鍋会長はじめ、協会の皆さん、ご苦労さまでございます。毎年恒例にもな

りましたけれど、特に今回はコロナという非常に異常な事態の中での様々な業界対策を講

じておられることかと思います。飛沫の感染防止シートを設置されたり、車内をアルコー

ルで消毒をされたりということで、様々ご苦労されていることを承知しております。 

 また、一方で、東京2020大会、これは何としてでも成功をさせて、東京を訪れる外国人

観光客のおもてなしを最前線で担っていただくということで、輸送の現場を熟知する皆さ

んとともにしっかり取り組ませていただきたいと考えております。 

 ウィズコロナなどの最前線の状況など、短い時間ではございますけれども、お話を聞か

せていただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） ありがとうございます。タクシー協会の川

鍋から、こちら資料でございます。この表紙にあるジャパンタクシー車両、おかげさまで

多大なるご支援をいただいて、大変順調に増えております。 

 １ページめくっていただいて、どのぐらいまで増えたかといいますと、今１万2,420台、

23区で約３万台、法人があります。もともとはオリンピックまでに３台に１台、１万台を

目指してやってまいりました。その後に追加でご予算いただいて、半分までいこう、１万

5,000台までということで、あと一息と、こういうところまできております。 

 それ以外にここに書いているのタブレットですね、これもくしくもコロナ対策にもなっ

て、タッチレスですので、キャッシュレスで非常に進みました。さらに今知事からも言っ

ていただいた、こういう今ビニールの感染防止シートも大変迅速にサポートいただきまし

た。ほとんどの車についてます。マスクも真っ先にきた。本当に機敏な対応に大変感謝し

ております。 

 そして妊婦さんに対するタクシーチケット、そうですね。タクシー業界で非常にたくさ

んやっていただいて、これ以上言うことあるのかということなんですが、１ページめくっ

ていただいて、めくっていただくとそのありがたい追加の車両に対する予算がコロナで車

両の代替、かなり、４月、５月はほとんど止まっておりましたので、そしてタクシー会社

もかなり元気がなくなったということで、３月までにちょっと間に合わなそうだというこ

とで、予算の執行の延長を何卒お願いできればと思っております。たまたまこれを製造す

るトヨタの東富士の工場が東北のほうに移って、生産台数を調整すると、こういう状況も

ございまして、何とか今延長のほどお願いしたいというのがまず１つ目のお願いでござい
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ます。 

 さらに２つ目、次のページめくっていただきますと、ニューノーマルタクシーというの

を今考えて、これをどんどん増やそうということで進め始めました。これは何かというと、

空気清浄機をつけるということでございます。上にある黒い。そして、ここにモニターが

あって、空気のきれいさが実は見える。たしかほこりをぽんぽんと立てるとこのメーター

がぴっと上がっていくんですね。それが程なく30秒ほどですって下ります。これを使うと

大体３分ぐらいで全ての空気が入れ替わると、こういうことになっております。もちろん

窓も開ける等で大変換気はもともといいんですけども、これから寒い時期になりますとこ

もりがちですので、こういったものをつけて、しかも見える化してちゃんと大丈夫ですよ

というのを皆さんにちゃんとお見せする。これが２つ合わせると大体10万円弱というこの

ぐらいになってまして、車載の、たくさん買えばどんどん安くなるとは思うんですけども、

例えば当社で100台ぐらいにつけて実証して、実際に乗務員もこれがあると安心、あとお客

様も見えますから。非常にタクシーはほかの公共交通機関よりも触れる人が少ないという

ことですね。基本的に安全なんですが、それでは前に乗った人とか乗務員さんがって、こ

ういうことになりますので、これを空気清浄機で何とか防ぐ。 

 さらにコックピット型、乗務員と助手席の間にも透明の板を延長して、コックピット型

の飛沫防止セパレーターで、これをもって恒久的な対策にしたいと。今ご支援いただいた

ビニールシート、とにかく大急ぎでつけて効果があるんですが、やはり毎日毎日アルコー

ル消毒して拭いていくと汚れてってだんだん曇ってくるんですね。 

 さらに車椅子をお持ちするときに、助手席をたたみます。そのときに取り外しますので、

そうするとまた戻すときにちょっと汚くなるということで、なかなかビニールシートもい

いんですが、そろそろ恒久的なものに変えたいということでこういう長期的なアクリル板

の飛沫シートということで、この空気清浄機とモニターとこの飛沫防止セパレーター、こ

の辺りをぜひご支援いただけないかというのが今年の２つ目のお願いでございます。 

 最後はこのコロナで職を失った方もタクシー業界が、いつでも受け入れさせていただき

ますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、まず最初に知事からお願いいたします。 

○小池知事 まずタクシー補助事業継続支援ということですが、ＵＤタクシーについて、

ユニバーサルデザインタクシーの車両普及ということで、導入費用の補助を実施してまい

りました。次世代のタクシーで高齢者、車椅子利用者など、誰もが利用しやすいというこ

とでございます。普及促進に向けまして、引き続き検討してまいります。 

 それから、ニューノーマルタクシーへということで、高性能フィルター空気清浄機とセ

パレーターであります。コロナ禍が長引く中で、業界としても様々取組を進めておられる。

乗客、乗務員の方々の安全・安心の確保に努めていただいている。車内の感染防止対策と

いうことで、様々機器の開発も進んでいるということ承知しております。引き続き皆さん
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のご意見もいただきながら検討を行ってまいります。最初に聞いてた値段に比べて倍ぐら

い、ちょっと高いなと。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） 一生懸命メーカーと交渉させていただきま

す。 

○小池知事 印象なんですね。なかなか都の収入も厳しいので。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） それは存じております。 

○小池知事 はい、よろしくお願いします。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、環境局長からはございますでしょうか。 

○環境局長 今知事からもお話ありましたけど、ＵＤタクシーの普及に向けましては平成

28年度から導入の補助を行わせていただいてございますけども、令和元年度、昨年度に目

標台数１万台は達成したため、今年度については6,000台の予算を確保させていただいて、

さらなる普及を図っているとこでございますけども、今後ちょっとコロナ禍におけるタク

シー業界の状況が、今お話いろいろございましたけども、こういったことを踏まえて、Ｕ

Ｄタクシーのさらなる普及に向けた取組を検討させていただきたいと考えてございます。

以上でございます。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） ありがとうございます。 

○司会 産業労働局長からございますか。 

○産業労働局長 私のほうから人材確保の件につきましてお話をさせていただきます。今

年度から業界団体が構成員の中小企業の方々に対して実施する人材確保の取組に対しまし

て助成金の制度をつくったところでございます。東京ハイヤー・タクシー協会の皆様にも

第２種運転免許の取得費用だとか研修費用等の支援について、既にご活用いただいている

ところかと思いますけれども、今後ともそうした支援を私どものほうもしていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） ありがとうございます。 

○司会 本日は誠にありがとうございました。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） ありがとうございました。 

○司会 今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

○東京ハイヤー・タクシー協会（川鍋会長） しっかりオリンピック大成功に向けて頑張

ります。 

（東京ハイヤー・タクシー協会 退室） 

（東京都石油商業組合 入室） 

（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。東京都石油商業組合の皆様、どうぞご着席ください。 

 それでは、早速ヒアリングと意見交換、始めさせていただきたいと存じます。 

 頂きましたご要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさせ



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和2年12月14日）PM.doc 

13 

 

ていただきたいと存じます。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いします。 

○小池知事 矢島理事長をはじめとする商業組合の皆様方にはご足労おかけいたしており

ます。また、日程の変更でいろいろとご協力いただきましたこと、まずもって御礼申し上

げたいと存じます。 

 さらに災害対策等で地域社会の貢献、不正軽油の流通抑止などなど、様々な面でのご活

動に敬意を表したいと存じます。 

 また、都内での自家発電機を備えて災害時には地域の燃料供給拠点となる住民拠点施設

の整備を進められております。平常時はもとより災害時でも燃料の安定供給に取り組まれ

ている皆様に感謝を申し上げたいと思います。 

 そしてまたこれから環境の施策として燃料電池自動車の導入拡大であるとか、水素ステ

ーションの整備促進なども進めておりますので、様々な点での皆様方のご理解、ご協力を

お願いしたいと思っております。 

 コロナの時代で最近は何か自動車教習所に行く人が増えたとか、いろんな変化も生じて

きているようでございます。短い時間ではございますが、現場のお声を伺わせていただき

たいと存じますので、よろしくお願いいたします。 

○司会 それでは、早速お願いいたします。 

○東京都石油商業組合 本日は要望をお願いさせていただく機会をいただきまして、誠に

ありがとうございます。 

 まず、お尋ねのウィズコロナ、ポストコロナ社会の取組、ＤＸの推進につきましては、

専務理事からご報告申し上げます。 

○東京都石油商業組合 それでは、ご説明申し上げます。 

 コロナ対策につきましては、業界にて定めましたＳＳ感染予防対策ガイドラインに沿い

まして、エッセンシャルワーカーとして業務に取り組んでおります。リモート勤務も一部

本社機能では進みましたけれども、ＳＳの現場ではなじみません。お客様との距離を取り、

接触機会を減らすことを目的に、カード支払い、洗車整備の予約制などが実施されており

ます。 

 また、今年度の消防法改正により、フィールド内でのタブレット端末による給油許可が

認められ、さらに進んで遠隔地からの集中的管理、あるいはＡＩによる給油許可なども研

究されておりますけれども、こちらは対象が危険物であることを考えるとき、非常に難し

いという意見が多くなっております。 

 今述べさせていただきましたカード決済とかの様々な取組に当たりましては、当然資金

が必要でございまして、省エネ車の増加等による構造的な需要減少がコロナの外出自粛に

よりまして加速しております現在、しっかりと適正マージンを確保するということが何よ

りも求められております。適正マージンを確保できるための行政ご支援をぜひお願いをし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 
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○東京都石油商業組合 次に、要望につきましては、お手元に私のほうから５項目の要望

書を準備いただいていることと存じますが、もちろんそれらは大事な要望ですが、ご覧い

ただければご理解いただけることと存じます。 

 それよりも先週の都議会での小池知事の発言を伺い、急遽どうしても要望させていただ

く必要のある重大案件が発生いたしましたので、本日はそちらに絞ってご要望させていた

だきます。 

 令和３年度東京都予算等に対する緊急要望事項。 

 私ども石油販売業者は平時にあっては社会経済活動に不可欠なガソリン等の石油製品を

必要とされる方々に安定的に供給し、このたびのコロナ禍にあっても、様々な工夫をしな

がら供給を継続しております。また、災害時には、エネルギー供給の最後のとりでとして、

石油製品の供給を継続すべく、東京都指定給油所、国の中核給油所、住民拠点給油所とし

て石油製品を備蓄、実際の災害時にも緊急車両、電源車等への給油に活躍いたしておりま

す。また、東京都指定緊急救急病院への72時間の自家発電燃料供給も担っております。 

 小池都知事は、2020年12月８日に都議会において、2030年までには都内で新車販売され

る乗用車を非ガソリン化すると発言されました。カーボンニュートラルはもちろん避けて

は通れないこととして理解しておりますが、先ほど述べました様々な協力を続けている給

油所に対して、何のロードマップもお示しにならずに、僅か９年先のガソリン車新車販売

なし、突然一方的に発言されたことに強い不信感が多く聞こえてまいります。給油所は悪

である、早く閉店すべきと言われるがごとき印象を拭えません。本来、石油製品需要がな

くなる前に業界がソフトランディングできるよう、ロードマップを作成し実施いただくこ

とが行政の役割でございます。給油所経営に不安を抱き、撤退を検討せざるを得ない業者

に対して、業態変更、転業、廃業をソフトランディングできるように、例えば今いる従業

員の雇用を定年まで守るための事業継続補助金、転業、廃業に対する手厚い補助金、水素

ステーション併設に対する規制緩和、ＥＶの充電器の設置補助金等を含むロードマップ、

施策を大至急お示しいただき、実施いただくよう強くご要望させていただきます。 

 私ども石油販売業者は、新エネルギーに代替がかなうまでは、責任を持って災害時を含

めた石油製品供給を継続いたします。ぜひ東京都におかれましては、この決意に報いてい

ただきますよう強く強く要望申し上げます。以上でございます。 

○司会 ありがとうございます。 

 いただきました要望事項もございますので、最初に知事からご発言をお願いします。 

○小池知事 まずいただいていた要望の件でありますけれども、耐震化の関係で首都直下

地震等の大規模災害時に都の関係車両に対して燃料を安定的に供給するためにも、都と協

定を締結していただいている指定給油所の給油所の機能、震災後もしっかり維持すること

が不可欠でございます。そのためにも燃料の保管など、日頃からご協力いただいている指

定給油所につきましては、災害対応の補助ということで、現在、耐震診断補助の導入に向

けた検討を行っているところでございます。引き続きまして石油商業組合と連携しながら、
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災害時に確実に燃料供給可能となる体制整備に努めていくということでございます。 

 それから、今日ただいまご要望いただいた点でございますけれども、日本を含め世界で

自動車のゼロエミッション化に向けた流れが加速しているのはご承知のとおりかと思いま

す。こうした動きをさらに進めるという都の姿勢、方向性を示したものであります。 

 現在、水素ステーションの併設などの取組を進めているところでございますが、ご承知

のように、規制の役所や部署が違ったりする点であったり、歩道からどれぐらい中に入ら

なければならないとか、形状とか様々な規制がございますのと、そしてガソリンとの規制

の両方の併設することによる課題など、なすべき課題は国のほうにおいても検討をされて

いるところでございます。現状のガソリンスタンドの経営厳しいこと、また自動車のゼロ

エミッション化の影響についてよく認識をしているところでございます。事業者の皆様の

声を、しっかりと聞きながら丁寧に対応させていただきたいと、このように考えておりま

す。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、環境局長からお願いいたします。 

○環境局長 今ちょっとお話ありましたけども、ゼロエミッション化の関係の影響につき

ましては、私のほうの局も所管してございますので、今後、知事のお話がございましたよ

うに、丁寧に対応させていただきたいと思います。先ほど緊急要望ということで何点かい

ろいろお話しいただいてますけども、そのことも含めて今後対応をさせていただければと

思っておりますので、よろしくお願いします。 

○司会 ありがとうございます。 

 総務局から何かございますでしょうか。 

○総務局 総務局からは、固定資産税及び都市計画税の減免の関係でございますけれども、

特別区につきましては、平成14年度より過重な負担の緩和と中小企業の支援を目的にいた

しまして、小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税の減免措置を実施してお

ります。 

 また一方、市町村における固定資産税及び都市計画税の減免につきましては、これは課

税権を有しております市町村が判断しまして実施することとなっていると。以上でござい

ます。 

○司会 ありがとうございます。本日はわざわざ都庁までお越しいただきまして、誠にあ

りがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

（東京都石油商業組合 退室） 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、日本弁理士会関東会の皆様、よろしくどうぞお願いいたします。 

（日本弁理士会関東会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。 
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 それでは、どうぞ、こちらのほうご着席ください。 

 それでは、ヒアリングと意見交換を始めさせていただきたいと存じます。 

 今頂きましたご要望書につきましては、タブレットを拝見させていただきながら進めさ

せていただきたいと存じます。よろしくどうぞお願いいたします。 

 それでは、冒頭、知事から一言お願いします。 

○小池知事 毎年末、各業界団体の皆様方からご意見を伺おうということで始めているも

ので、弁理士会の皆様方には初めてこの場を設けさせていただきました。できるだけ今都

で何が起こってるのか一番現場をよくご存じの方々からのお話をということでございます。

政策立案、予算編成など生かしていきたいと考えております。 

 今、様々なコロナによって産業が影響を受けております。一方で、新しい産業や発明な

ども出てくることを期待しているわけでございますけれども、そのような意欲のある企業

をしっかり支えていかなければならないと考えております。知的財産を保護しながら、ま

た活用を図っていくということが必要でございます。知的財産戦力の推進に向けて、皆様

方のご協力を賜りたいと考えております。 

 短い時間でございますけれども、コロナ対策も含めてお話を伺えればと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○司会 よろしくお願いいたします。 

○日本弁理士会関東会（吉村会長） 日本弁理士会関東会会長の吉村と申します。今日は

小池知事には貴重なお時間をいただきまして、誠にありがとうございます。 

 日本弁理士会関東会は関東地域の１都７県を管轄する弁理士会、全国で９つあるうちの

１つでございます。弁理士は全国に１万2,000人おりまして、関東会の管轄内にはその７割

が属しておりまして、そのほとんどが東京都に集中してるという実情でございます。 

 東京都では、弁理士会関東会の東京委員会というのが中心に、特に地域の中小企業支援、

それを区や市の自治体とともに相談会や知財セミナーを開催して、比較的地味な活動を継

続的に行っております。 

 今回、コロナ禍で我々の業界にも様々な影響があるんですけども、もとより弁理士が関

わる特許庁では、世界に先駆けて電子化というのをした行政庁でありまして、我々も行政

庁に対しての電子化は進んでいるんですけども、日頃お客さんになっていただいている中

小企業の方々に対する関わりというのは、特にコロナ禍において中小企業の方々が接触し

なくても、それぞれ対面で会わなくてもいいようなことを工夫されていまして、そうする

と弁理士、または特許事務所もそれに対応したことを行うということになってきます。東

京都下の我々業界では比較的そこら辺はスムーズにいっているのですが、全国的に見れば

様々な問題もあるということが現実でございます。 

 続きまして、要望事項につきましては、お手元の資料にありますように、コロナ禍の非

常に困難な状況ではありますけども、コロナの前には第４次産業革命と言われて、ＤＸを

はじめとした技術革新がきているというような状態で世の中が進んでいたのですけども、
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コロナ禍であっても、その技術革新を止めることなく、特に中小企業においては、積極的

な新しいアイデアで積極的に立ち上がろうという意欲的な中小企業が非常に多く出てきて

おります。 

 我々はそういった中小企業を応援したいということで、東京都にはそういった施策の検

討をしていただきたいと思っています。要望事項は４つございます。上の３つは中小企業

に対しての、最後は未来の人材のため、子供たちに対する支援ということになります。 

 １つ目は、中小企業の新しいアイデアを保護するための助成制度の設置及び増額措置と。

これは東京23区及びほかの市や町においても、助成制度を持っているところと持っていな

いところがあって、格差是正に何とか検討していただきたいというものでございます。 

 ２番目、これは多面的な知財保護をお願いしたいということ。意匠法の改正によって新

しいデザイン保護を含めた多面的な知財保護が必要とされておりまして、それに詳しい弁

理士をアドバイザーとして中小企業のために働ける機会をお願いしたいということでござ

います。 

 ３番目、これは事業承継に関する問題。多くの中小企業が潜在的に抱えている事業承継

問題という異常に大きな問題がありますけれども、知的資産を含めた事業性評価を見える

化するという経営デザインシートを活用して、自分の会社のよい点、足りない点を事業者

の社長そのものに検討していただける機会を設けるのが中小企業を応援する効果的な内容

ではないかと思って提案させていただきました。 

 最後に、生徒、児童向けの創造教育を支援していただきたいという要望でございます。

子供たちは未来のビジネス人材を担う人材でありますから、東京都下の中には区や市の中

にそういった子供たち向けの施設があると思うんですが、そういうところで工作授業等の、

知的財産の創造教育を支援する取組をお願いしたいということを考えております。以上で

す。 

○司会 ありがとうございます。 

 それでは、最初に知事からお願いいたします。 

○小池知事 新しいアイデアの保護のための助成制度についてご要望がございました。こ

れについては、優れた技術やアイデアを持つ都内の中小企業が国内外の市場では分かりや

すく言えば稼げる新製品や、また新技術を生み出すということでは、戦略的な知的財産の

保護と活用が必要でございます。都は中小企業の新製品や新技術の開発、そしてまた創業

者を支援するという中で、特許や商標登録などの申請費用を一部助成いたしております。

また東京都知的財産総合センターで弁理士の皆さんが特許などの取得などに関するアドバ

イスもしていただいて、引き続きこの形で皆様と連携しながら中小企業の知的財産保護活

用を推進していきたいと考えております。 

 それから、知財ミックスに関してのアドバイザーとしての支援ということでございます

が、都は東京知的財産総合センターで意匠権に関する普及啓発、そして中小企業への助言

を現在実施しております。今後活用が期待されるＡＩの分野でございますけれども、ＡＩ
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に精通した弁理士さんの協力もいただきまして、今年の４月からＡＩ関連特許の取得支援

を開始したところでございます。引き続き中小企業のデザイン保護、また多面的な知的財

産保護については、皆様方と協力をいただきながら実施をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 私からは以上です。 

○司会 ありがとうございます。 

 産業労働局長、お願いいたします。 

○産業労働局長 私のほうから２点お話をさせていただきたいと思います。 

 １つは中小企業が事業承継など経営課題の解決を図るために、知的財産などの強みを把

握するということ非常に我々も重要だと思っておりまして、昨年開催した知的財産シンポ

ジウムで企業価値向上の方法としてお話にも、ご要望にもありました経営デザインシート

の活用方法を紹介している、またワークショップなどを設けて普及啓発を図っているとこ

ろでございます。今後ともこうした取組を実施したいと考えております。 

 それと、未来のビジネス人材育成のための創造教育のお話がございました。東京都では

東京都児童生徒発明くふう展を実施しておりまして、この発明くふう展は日本弁理士会の

講演と審査員の先生方の派遣や日本弁理士会会長賞の贈呈等の協力も得ながら進めている

ところでございます。今年度は感染症の影響で中止になってしまいましたけれども、今後

ともこうしたくふう展の開催を通じまして、子供たちの知財に関する関心を高めていきた

いと考えております。以上でございます。 

○司会 以上でございます。 

 本日は誠にありがとうございます。何かございますでしょうか。 

○日本弁理士会関東会（吉村会長） 特にございません。ありがとうございます。 

○司会 また今後ともよろしくどうぞお願いいたします。 

（日本弁理士会関東会 退室） 
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